連結のれんと連結のれん償却費の価値関連性に関する実証研究 by 山地 範明 & Noriaki Yamaji












































































































 McCarthy and Schneidery (1995) の実証研究






 Jennings et al. (1996) の実証研究






 永田 (2002) の実証研究






 西海 (2002) の実証研究
西海 (2002) は，旧連結財務諸表原則が適用された1997年から1998年，現行連結財務諸








 Jennings et al. (2001) の実証研究







 Morehrle et al. (2001) の実証研究






 永田 (2002) の実証研究
永田 (2002) は，1997年から1999年の日本企業について，Jennings et al. (1996) のモデ
ルを用いて，連結調整勘定償却前利益と当期利益のいずれが価値関連性を有するのかにつ












































































































































































図表２ 回帰分析の結果（( 1 )	
	
）
 (値)  (値)  (値)  (値) 調整済R2 サンプル数
2002～2005年 91.095( 2.049) 0.803*(15.848) 6.106*(15.293) 5.066*(9.058) 0.644 1008社
2002年 68.517(0.599) 1.064*( 8.724) 3.279*( 3.532) 9.799*(6.086) 0.531 252社
2003年 167.973( 1.907) 0.684*( 6.852) 4.844*( 6.671) 3.564*(3.089) 0.556 252社
2004年 382.727( 5.640) 0.583*( 6.352) 11.635*(14.726) 3.499*(3.708) 0.782 252社








































































































図表５は，Vuong 検定（非入れ子型（non-nested）モデルの検定）による上記( 2 )式お












図表４ 回帰分析の結果（( 2 ) と( 3 )	
)
モデル
 (値)  (値)
調整済R2 サンプル数
 (値)  (値)
2002～2005年
( 2 )式 880.145(19.644) 8.532*(23.096) 0.372 900社
( 3 )式 943.29 (20.689) 8.114*(21.107) 0.331 900社
2002年
( 2 )式 1088.516(10.279) 6.190*( 6.927) 0.173 225社
( 3 )式 1134.336(10.523) 5.482*( 5.976) 0.134 225社
2003年
( 2 )式 881.574(11.958) 5.505*( 8.855) 0.257 225社
( 3 )式 919.493(12.316) 5.113*( 8.151) 0.226 225社
2004年
( 2 )式 492.031( 6.545) 15.745*(22.261) 0.688 225社
( 3 )式 563.305( 7.233) 15.771*(20.633) 0.655 225社
2005年
( 2 )式 641.365( 7.699) 10.070*(16.855) 0.558 225社
( 3 )式 705.272( 8.250) 9.988*(15.636) 0.521 225社
（注）*１％水準で有意。
図表５ モデル説明力の比較
( 2 )式 ( 3 )式 Vuong Z値 p値
2002～2005年 0.372 0.331 4.3306* 0.0000149
2002年 0.173 0.134 1.9153*** 0.0554487
2003年 0.257 0.226 2.6201* 0.0087897
2004年 0.688 0.655 3.4659* 0.0005285
2005年 0.558 0.521 2.0142** 0.0439911
（注）*１％水準で有意。 **５％水準で有意。 *** 10％水準で有意。
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